
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１９９ 

 
「大沼だんご」に 

引かれて 

2025.8.24 
島 田 祥 生 

ものすごく旨いだんごがあってね 
そこのおやじは 
「食べたければ大沼に来ればいい」と 
 
そうなるとますます食べたくなるね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁山のパン屋さんを後にして 
 

国道５号線を 
大沼に向かいます 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駒ケ岳が見えて来ました 
もう大沼公園エリアです 
 
独特な山容ですが 
大爆発で山頂が吹き飛び 
溶岩が川をせき止めて 
大沼ができたと聞いています 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そうだ 
友達のところに寄ろうよ 

 
例のデザイナーで 

ピザ窯を作り 
パンを焼き 

生ハムを作り 
旨いものと聞いたらどこでも出かける・・・ 

 
「やあ、久しぶりだねえ」と 

出迎えてくれました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彼の拵えたピザ窯 
構造から性能まで説明してもらえた 

 
耐火煉瓦は室蘭の製鋼所の廃窯のもの 

温度は６００℃まで上がる 
薪は北海道で豊富なナラ材 

油脂分が少なくありがたいそうです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そのナラ材は割って 
あそこに積んで乾燥させる 
どこもゆったりしていますね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年はラズベリーが不作 
ジャムづくりはあきらめた 

 
食べてみて 

美味しいでしょ？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生ハムを作っています 
去年のと今年のもの 
 
いい塩梅にカビが付いてくれてると 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彼の仕事部屋 
 

何と言うか 
手広いというか 

懐が深いというか 
 

そんな雰囲気を感じます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホテルのリニューアルを手掛けたり 
あとは聞きそびれたけれど 
ジャンルにに拘らないようです 
 
自由に考え 
自由に動き回る 
いわゆる自由人なのでしょうね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広い机の上には 
ステキな道具類が 

さりげなく 
 

誰かの机のようにビジーではないですね 
 

気さくな方です 
お陰様で初対面の緊張感もなく 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美味しいイチゴのジャムがあるから 
パンに乗っけて食べてみて 

と 
自家製のパンを切ってくれた 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このイチゴはね 
あそこの農家のおばちゃんが 
道端で売っているもの 
それが美味しいジャムになるんだ 
 
まず砂糖をまぶしてざるに盛り 
ボールで受けて汁を集め・・・ 
 
最後のひと瓶を開けてくれました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スライサーが 
言うことを聞いてくれなくて 
薄くなくてゴメン 
 
いやいや十分美味しかったです 
色々とおもしろい話を 
ありがとうございました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着きました 
沼の家 
「直営店舗」と言うけれど 
ここしか買えないんでしょ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店内は所謂観光地のおみやげや 
なんて悪態つかない 

 
お目当ての「大沼だんご」の売り場は 

いつもは並ばなければ買えないらしいが 
すぐ買えた 

みたらしとあんこの大きい方の一折 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外で楽しんでいるふたり 
外の熱い風に吹かれても 

その方が気分が高揚しますよね 
 

あ、若人が沢山！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で 
これが「大沼だんご」デス 

 
爪楊枝を２本追加で貰いました 

この爪楊枝、立派ですねえ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三人で 
美味しい美味しいと食べました 

でもなかなか減らない 
 

店が混んできました 
そろそろ函館に戻ろうか 

 
残りを引き受けて 

冷凍して横浜に持ち帰り 
電子レンジでチンして 

二人であっという間に平らげましたよ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車窓からの大沼駅 
昔のひなびた駅舎と隔世の感がありますが・・・ 
 
皆さ～～～ん 
大沼は 
ダンゴだけではありませんよ 
一度はお出で下さ～～～い！！！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽しい楽しい一日でした 
 
列車の時も車のときも 
このあたりで函館山が見えて来ます 
 
帰ったな～～～ 
旅も終わりだな～～～ 
と 
いままでいつも・・・ 
 


